

























































































































































































































































































































































































































　   　「五典十義」は、蕃山の主要な著書に頻出する語である。『孝経小解』に「五典十義は相親
む中の条理也」（『全集』第三冊、二九頁）とあり、『大学小解』に「五典十義を行ふにあり」、
「五典十義行はれ」（『全集』第三冊、一八二頁、一八六頁）などとあり、『大学和解』に「明
徳真実の感通をあげて五典十義と云を行ふにあり」（『全集』第三冊、二一九頁）とあり、『中
庸小解』に「五倫の物あれば五典十義の則あり」（『全集』第三冊、二八九頁）とあり、『易経
小解』に「善行は五倫の交りに、五典十義を第一として」（『全集』第四冊、三一一頁）とあ
り、『論語小解』に「其中五倫の交り、五典十義重し」、「五典十義を教て人民を親睦す」（『全
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集』第四冊、二頁、一一八頁）などとあり、等々。しかし、「五典十義」の内容を詳しく解説
したのがただ「心法図解」においてだけである。これらの事情から考えて、「心法図解」は蕃
山の真筆に間違いない、と信じる。
（９ ）熊沢蕃山が朱子思想を熟知していたことは贅言を要しないが、張載の思想をも知っていた
と思われる。『全集』に「大和西銘」が収められている。これは当然、張載の「西銘」に倣っ
て書いた文章であるが、「解題」には、「但し此著は先生の著とすれば極めて若い時代の著述
であるとせねばならないから（其事は後に云ふ）円熟してからの著述とくらべて見て、其尺
度を以て直ちに信偽を断ずる事は出来ない」とある。「大和西銘」の冒頭の「阴阳の天にある
を、四象といへり。日と月と星と辰となり。…、剛柔の地にあるを四化といへり。火と石と
水と土となり」（『全集』第五冊、一一七頁）という文の「四象」（日月星辰）と「四化」（火
石水土）は、つまり後述の生成論における「四象四化説」である。この「四象四化説」は『集
義和書』にも『孝経外伝或問』にも『論語小解』にも『繋辞上伝』にも見えて、「大和西銘」
は蕃山の著述だと何の躊躇もなく認めうるのである。
（10 ）「太虚は理気のみ」は、蕃山の一貫した考えである。上記のほかに、『集義和書』の「心法
図解」にも「太虚ハ理気ノミ」（『全集』第一冊、一三三頁）とあり、『孝経外伝或問』にも
「天地ひらけざる以前を太虚といひ、理気のみと云も、人生以後に名付、天地山川も人の付た
る名也」、「太虚は無一物の時也。理気のみ」（『全集』第三冊、五八頁、六七頁）とある。ま
た『大学小解』に「天地の本は太虚の神道也」（『全集』第三冊、一八五頁）とあり、『繋辞上
伝』に「易ハ太虚ノ神道也」、「生ハ太虚ノ神道」（『全集』第四冊、四四五頁、四五二頁）と
もある。直接に「神道は理気のみ」と述べた語でないが、前の引用文に「ただ道といふ時は
のこすことなし。理気一体の名也」とあるのが示すように、蕃山のいう「道」「神道」は理と
気であり、「太虚」と同一の概念である。
（11 ）張載のいう太虚は気である、これは諸家によって論証されているもので、これ以上疑いを
容れる余地がない。朱子のいう太極は理である、というのがこれまでの定論であるが、実際
は、それは単なる理ではなく、理と気がまだ分離していない状態である。これに関する論証
の詳細については、拙稿「朱子の「太極」と「気」」（岡山大学『大学研究教育紀要』第７号、
2011年）を参照。
（12 ）「五行ノ神ハ元・亨・利・貞・誠也」（『集義和書』「心法図解」、『全集』第一冊、一三八頁）
ともある。
（13 ）地は五行の質で構成されていることについては、「五行ともに質は地にありて、気は天に行。
気あれば質あり、質あれば気あり。気質相はなれず」（『易経小解』、『全集』第四冊、三二七
頁）ともある。
（14 ）「日月星辰」については、「阴阳の天にあるを、四象といへり。日と月と星と辰となり。辰
は天のあをくみゆるなり。日はあつきをなし、月はさむきをなし、星はひるをなし、辰はよ
るをなせり」（「大和西銘」、『全集』第五冊、一一七頁）とある。
（15 ）朱子『周易本義』（『朱子全書』第一冊所収）一三二頁を参照。本稿では、『朱子全書』（全
二七冊、朱傑人、厳佐之、劉永翔主編、上海古籍出版社、安徽教育出版、二〇〇二年）を用
いる。
（16）拙稿「朱子の「神」」（岡山大学『大学研究教育紀要』第８号、2012年）を参照。
（17）拙稿「朱子の「太極」と「気」」（前掲）を参照。
（18 ）「死生ハ気ノ聚散也。陰精陽気聚て物トナル。魂游シ魄降ル。散ジテ変をナス。一片ノ浮雲
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太虚を過ルガ如シ。太虚ハ吾人ノ本体也」（『繋辞伝上』、『全集』第四冊、四一○〜一頁）と
あり、この文の趣旨は張載のいう「太虚は気無きこと能わず、気は聚まりて万物と為らざる
こと能わず、万物は散じて太虚と為らざること能わず。是に循いて出入するは、是れ皆已む
を得ずして然るなり」（『正蒙』太和篇）とほぼ一致する。
（19 ）「太極陰陽ノ両儀ヲ生ジ、両ノ剛柔相摩て四象を生ジ、四象相摩て八卦となり、八卦相蕩て
六十四卦トナレリ」（『繋辞伝上』、『全集』第四冊、三九七頁）ともあり、ここでは、四象は、
陰陽の剛柔がこすり合って生じたものとする。
（20 ）「日ハ太陽也。春夏ヲツカサドレリ。月ハ太陰ナリ。秋冬ヲツカサドレリ。星ハ少陽也。昼
ヲツカサドレリ。辰ハ少陰ナリ。夜ヲツカサドレリ」（『繋辞上伝』、『全集』第四冊、三九九
頁）ともある。
（21 ）「冬ノ閉タル気通ジテ天気降リ、地気升リ、変ジテ春トナリ、万物生ジ、…」（『繋辞上伝』、
『全集』第四冊、四四一頁）とある。
（22 ）「人は五行の秀気万物の霊、天地の徳、神明の舎、太虚の全体なり」（『大学和解』、『全集』
第二冊、二一九頁）、「それ人は五行の秀気也。神明の舎也。天地の徳也」（『中庸小解』、『全
集』第三冊、三三八頁）、「それ人は五行の秀気を得て万物の長也。神明の舎也。天地の徳也」
（『論語小解』、『全集』第四冊、四頁）、などともある。
（23）拙稿「朱子の「心」」（京都大学『中國思想史研究』第三十四號、二○一三年）を参照。
